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出を示し，急性白血病2例において，寛解導入後

は明らかに骨髄scintigraphyにおいても改善を認

めた．99mTc・S・Cとの比較を数例において行った

が，Erythropoiesisの状態の反映としては明らか

に1111nCl3の方が優れており，肝脾へのuptakeは

99mTc・S・Cよりはるかに少ない．なお血漿からの

clearanceのT1／2は約10時間位で，5gFeより著しく

遅く，便，尿への排泄は各々5および1％以下と

概測し得た．

41，頸椎後縦靱帯骨化症の47Ca代謝について
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　頸椎後縦靱帯骨化症は，頸椎の後縦靱帯が骨化

し，脊髄を圧迫し，種々の運動障害をおこす疾患

である．著明な例では，全身の関節および筋肉の

靱帯に骨化がおこる．したがって本疾患でCa代

謝に何らかの異常が推定された．

　私達は，本症を対象とし，47Caを用いて，その

Ca代謝を検索した．すなわち，‘’CaCl　15ptCiを

肘静脈より静注投与し，8日間にわたって，反対

側肘静脈より経時的に採血し，　血中4℃a濃度を

測定した．また，24時間尿および糞便を毎日採取

し，尿中および糞便中4℃a排泄量を測定した．

さらに，血中Ca濃度および尿中Ca排泄量（v。，

9／day）を測定した．47Ca血中消失曲線は，片対

数図表上，静注1～2日後より，ほぼ直線的に減

衰した．この直線部分を用い，Extrapolaticn法

により，Ca代謝量（VT，9／day）を算出した．次

に，内因性糞便中Ca排泄量（Vf，　g／day）は，

（Vu×糞使中4℃a排泄量累積量／尿中47Ca排泄量

累積量）より算出した．かくして，Bone　accre・

tion（v。＋，　g／day）は，　vT－（v。十vf）より算出し，

さらに，V。＋／VTを求めた．本症において，　V。＋／VT

は，11．8％より84．　5％の広い範囲に分布したが，

それは，全身の骨格系の過骨の程度にほぼ比例し
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て上昇した．すなわち本症で，全身の骨格系過骨

の著明なもので，47Ca代謝より求めたBone　accre－

tionの充進がみられ，その臨床像とよく一致した．

今後，さらに症例を重ね検討する．

42．骨シンチゲラムの定量的検討第1報仙腸関節
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　骨代謝の検索の一環として，我々はtechnetiu・

mpyrophosphateを用いて骨シソチスキャンを行

っているが，腫瘍の悪性度や骨疾患の度合を判定

するためには，定量的検討が必要となる．

　今回，定量的検討の基礎となる対照群の設定を

行い，定量的判定が可能であることを確認した．

　対象は　68例124仙腸関節および脊椎である．

患者に50μCi／kg，　pyrophosphateとして86μ9／kg

のtechnetium－pyrophosphateを静作し，　dynamie－

scanを一時間，次いでstatic－scal1で5分計測を

行い，コンピューターを利用して各部位のカウン

ト測定を行った．ccntro1群として，臨床的に症

状を認めなかった86関節の仙腸関節を選出した．

16歳以上のcontro1群は平均195　SD32カウントで

加齢的にわずかに減少していた．測定誤差を考慮

して240カウント以上を示す仙腸関節は異常と考

えられた．しかしカウント数のみでは，疾患群は

全般的に高く（p＜0．001）．疾患の鑑別は難しく，

仙骨部のカウソト数との比をとる事によって全身

性疾患と局在性疾患とが区別され（p＜0．001），両

者を総合して，ある程度の鑑別診断が可能である．

　脊椎についても，仙腸関節部と同様の処理で，

同じ傾向が認められた．

　また，X線像との比較により，　RIの骨への集

積は．csteosclerosisに相関性が認められ（p＜0．

001），その度合が増すにしたがって集積の度合が

増加した．erosion　osteoporosisなどの他のX線

像上の変化との相関関係は認められなかった．
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